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1は じめ に
明治大学大学院会計専門職研究科(以 下 、本研究科)で は、応用実践科 目として 「会計 ソフ トウェ
ア実務」 を設置 している。 この科 目は、現実の大企業で使用 されてい る会計 ソフ トウェアを使 用 し、
株式会社オー ビック(以 下、オー ビック)と 筆者 が共 同で開発 した教材 によって、学生 に会計実務
を体得 させ るものである。 この点 は、本研究科のカ リキュラムの特色の1つ である 「実務即応型の
高度専門職 スキルの研鐙」 に合致 す る科 目であ り、他方の 「グローバ ル時代の会計実務 への対応」
に即 したカナダのヨーク大学での 「国際会計研修」 の科 目と合 わせて、本研究科の応用実践科 目の
大 きな2つ の特徴 を形成 している。
本研究科における授業科 目は、8つ の系(財 務会計系、国際会 計系、管理 会計系、監査系、企業法系、
租税法系、経営 ・ファイナンス系、経済 ・統計系)と3っ の科 目群(基 本科 目、発展科 目、応用実
践科 目)か ら構成 され、 「会計 ソフ トウェア実務」は財務 会計系 の応用実践科 目として位置付 け ら
れてい る。
本稿 は、2006年 度 に最初 に実施 した 「会計 ソフ トウェア実務」 の授業設計や実施状況、あ るいは
授業改善のためのア ンケー ト結果な どを踏 まえて、会計大学院における会計 ソフ トウェア教育 のあ
り方や考 え方について検討を行 うものであ る。
2「 会計 ソフ トウェア実務」の授業の概 要
(1)「 会計 ソフ トウェア実務」の授業設計 および実施状況
「会計 ソフ トウェア実務」 の授業のための教材 は、筆者 とオー ビックが共同で2005年 度 に約1年
間か けて開発 した ものであ る。 い うまで もな く、 「OBIC7ex会 計情報 システ ム」 のソフ トウェア
は教育用の ものではな く、企業の業務管理用 のソフ トウェア として開発 されたものである。
「会計 ソフ トウェア実務」 は、2年 次前期科 目 として2ク ラス設置 した。授業科 目の配 当年次を
2年 次前期 とした理 由は、学生が1年 次に会計学全般 につ いて幅広 く学習 してか らこの科 目を受講
したほ うが望 ま しい と考 えたか らである。 この科 目は必修科 目ではないが受講者数 が多 く、2年 次
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在籍者数 の うち84%の 学生 が履修 した。授業 は、筆者 とオー ビックの公認会計士有資格者1名 およ
びソフ トウェアの操作のためのアシスタン ト数名で担当 した。授業は財務会計の基幹業務 を中心 に、
管理会計、連結会計、財務分析 などを含めて半期15回 で行い、明治大学 の情報教室で1人1台 のパ
ソコンを使用 してクライア ン ト/サ ーバ型 のシステム環境で実施 した。1ク ラスの設備のキャパシ
ティは48名 で ある。
ここで、なぜ オービ ックを 「会計 ソフ トウェア実務 」の授業のパー トナー として選定 したのか、
その理 由について説明 してお く。オー ビックのERP(統 合業務 システム)の 主力製品であ る 「OBIC
7ex」 は、わが国で約6,000社(2006年12月 現在)に 導入実績があ り、国内のERPで はマーケ ッ トシェ
ア約13%で 第1位 で ある。 「OBIC7ex」 は汎用性 が高 く、操 作性 に優れ た極 めて評価 の高い ソフ
トウェアで ある。実習授業で使用す るソフ トウェアの信頼性 が高 い とい うことが、パー トナー とし
ての選定 の第1の 理 由である。 また、オー ビックは企業 として本研究科の教育活動 に非常 に協力的
で、 「会計 ソフ トウェア実務」の教材 の共 同開発のみな らず、授業のために公認会計士 の有資格者
を講 師 として派遣 して くれている。 さらに、 ソフ トウェアの操作のためのアシスタ ン ト数名 を毎 回
の授業 で派遣 して くれている。本研 究科の教育活動 にそのような献身 的な姿勢で協力 して くれてい
ることが第2の 理 由であ る。
「会計 ソフ トウェア実務」の授業 内容 や課題作成 な どについては図表1に 示す とお りである。また、
OBIC7ex会 計情報 システ ムの システム構成 につ いての概念 図は図表2、 図表3に 示 す とお りで あ
る。 さ らに、 「会 計 ソフ トウェア実務」の授業風景は写真1、 写真2の とお りで ある。
図表1「 会計 ソフ トウェア実務」の授業内容、課題作成、事例研究一覧
1 会計情報 システムの全体像、システムの内部統制 とセキュリティ
2 財務会計 システム
3 個別収支管理システム 提出課題作成(1)
4 管理会計 システム(1) 事例研究(1)
5 管理会計 システム(2) 提出課題作成(2)
6 資金管理 システム






13 リース資産 管理 システム 提出課題作成(4)
14 連結会計 システム 事例研究(3)
15 財務分析 システム 授業評価 ア ンケー ト実施
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図表20BIC7ex会 計情報システムの概 念図(1)













? ??? ??? ?
麟難譲 懸纏難i霧購 霧霧霧 灘
出所:株 式 会社 オ ー ビ ックの ホー ムペ ー ジ。
図表30BIC7ex会 計情報 システムの概念図(2)
可 能。
出所:株 式 会社 オー ビ ックの ホ ー ムペー ジ。
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(2)「 会計 ソフ トウェア実務」の成績評価
「会計 ソフ トウェア実務」 の授業 は実習授業で あるため、他 の授業科 目のよ うに定期試験 な どで
成績評価 を行 うよりも、普段 の授業の中で学生の成績評価 を行 うこ とが重要 である。筆者 は次の よ
うな方法で成績評価 を行 った。
授業 は出席 が前提(出 席重視)で90分 の授業 を15回 の回数 で実施 した。2～3回 の授業 ご とに
4回(各25%の 評価)の 提 出課題の作成 ・提出で評価 を行 った。個 々の学生 は、それぞれ企業(商
業 ない しサー ビス業)と して登録 し、一定 の条件 を与 えた うえで各 自が仮想企業の健全な経営 を行
うために数十の取 引を設定 して財務諸表を作成す る。 いわゆ るビジネスゲームの要素 を多少取 り入
れている。それによって、学生 は仮想企業のそれぞれ個別の財務諸表を作成す ることになる。また、
学生 の企業登録 の際 に、製造業 にす る と取 引が複雑 にな るので2006年 度 は製造業を除外 した。4回
の提 出課題 は以下 の とお りである。
①1期 間(月 次)の 仕訳帳および財務諸表(貸 借対照表 と損益計算書)
② 事業所別月次変動 損益計算書
③ 月次 キャッシュフロー計算書
④ 減価償却費計算表 および法人税申告書(第1年 目)
「会計 ソフ トウェア実務」 の成績評価で重要な点は、学生 がさまざまな状況下 で 自らの判 断で正
確 な財務諸表 を限 られた時間 内で作成できるか どうか を評価す ることで ある。それがで きるために
は、 ソフ トウェアの基本操作 はい うまで もな く、個々の操作 を正確 にマスター しなければな らない
のである。
(3)「 会計 ソフ トウェア実務」における事例研究
「会計 ソフ トウェア実務」の授 業では、企業 の実例 を通 して現実 の会計情報 システムや会計業
務 を理解す ることが重要 である と思われ る。そ こで2006年 度で は、3回 の事例研究 を実施 した。事
例 はオー ビックのソ リューシ ョン事例 を使用 し、業務 管理 と会計情報 システム との関係 を中心 に説
明 した。3回 の事例研 究は以下の とお りで ある。
① 「古紙 リサイクル業向 け統合業務 システム」
「化学品卸売業全社ネ ッ トワークシステム」
「電気機 器 ・材料卸業総合経営管理 システム」
② 「給与 ・人事 ・会計 ワー クフローシステム」
「酒類卸業販売管理 システム」
「住宅デベ ロッパ ー向 けプロジェク ト会計 システム」
③ 株式会社 ビジネス トラス トの ソフ トウェア 「連結大 王SUMMIT」 を使用 し、制度連 結 と管
理連結の 「連結会計 システム」をビジネス トラス ト社 の公認会計士有資格者 によるプ レゼ ンテー
シ ョン とデモンス トレーシ ョンを行 った。
3会 計大学 院における会計 ソフ トウェア教育の意味
(1)高 度専門職 業人養成のための実習教育の重要性(企 業 にお ける会計 ・経理業務の変化)
専門職大学院 はい うまで もな く、高度な専門知識 を身に付けた専門職業人を育成 す ることに大 き
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合、一概 に会計 ソフ トウェア教 育 といって も個人企業や中小企業向けの会計 ソフ トウェアでは、 い
くら時間をかけて実 習授業 をやって もあま り意味 はない と思われ る。将来、公認会計士 として監査
業務 を目指す学生や大企業 を相 手に経営 コンサル タン トを目指す学生に とっては、学ぶべ き会計 ソ
フ トウェアは大企業が現実 に使用 している会計 ソフ トウェアで ある。 とはいえ、大企業が使用 して
いる会計 ソフ トウェアはその業務内容 は膨大 で処理 手順 も複雑である。 そのため、学生が会計大学
院 に在学中に、 そ うした大企業向けの最新の会計 ソフ トウェアを学べ ることは、 その教育効果 は極
めて高 いもので ある。
現実の会計業務 は、 コンピュータ・ペイス トの会計情報 システムによって運営 されてい る。 また、
今 日の会計情報 システ ムはERPの 構成要素 の1つ として他 の業務管理 システム と連携 して管理 さ
れ ている場合が多い。企業で は最近 、情報の共有化 、 リアル タイム化 が進展 し、決算の早期化、電
子取 引の推進、経理 業務 の効率化、内部統制 や管理会計機能の強化、グループ経営/連 結経営管理
や四半期開示制度への対応 な ど、会 計 ・経理業務への要求はます ます増大 している。
その ような企業 を取 り巻 く現 状を踏まえて、会計大学院の授業でも現実 に近 い形で実習教育 を展
開す る必要性が ある。本研究科の学生 は在学中に現実 の会計情報 システムを実習授業によって体得
す ることができるのであ る。
(2)日 本商工会議所 における 「電子会計実務検定試験 」(2005年)の 創設
日本商工会議所 は、2005年 度から従来の簿記検定試験:に加 えて 「電子会計実務検定試験」を創設
した。 日本商工会議所 に よれば、この検定試験 を始 めた理由は 「ネ ッ ト社会 に対応 した電子会計実
務 の普及 と定着 を図 るとともに、これに対応 す る人材 の育成 ・能力開発 を支援 するこ とを目的 とす
る」 としてい る。 この検定試験 は初級 ・中級 ・上級 の レベルが あ り、試験会場に備 えてあるパ ソコ
ンで受験す る。 そこで使用 され る会計 ソフ トウェアは 「勘定奉行」(株)オ ー ビックビジネスコン
サルタン ト、「弥生会計」弥生(株)(ラ イブ ドアグルー プ)、「会計王」 ソリマチ(株)、 「PCA会 計」
PCA(株)な どのパ ッケージソフ トウェアである。
このよ うな実務検 定試験 の分野で も実践的なスキルが重視 され始 めてい ることを鑑みれば、会計
大学院で はよ り高度なITス キル を実習授業で展 開す る必要性があ るといえ る。
(3)新 たな実習教育 モデルの必要性(産 学連携 によるコラボ レーシ ョン型教育モデル)
実習教育 は、授業のための教材開発 と事前の多 くの準備作業が必要であ るとともに、実際の授業
で もかな り手 間がかか る科 目である。 また、大学の情報関連教育 の設備 に も多額の費用がかか る。
その ような状況 で、個 々の教員が単独で会計 ソフ トウェアを実 習授業で教 えることには限界が ある。
さらに、現実 に大企業で利用 されてい る会計 ソフ トウェアを教育 目的で使用す るの は困難で あ り、
ソフ トウェアの価格 も高額 である。
一方、簡便なパ ッケージ ソフ トウェアを購入 して教 える場合、会計制 度の改正が あればその ソフ
トウェアは陳腐化 し、その ままでは教育には使 えな くなって しま う。そのため、大学(会 計大学院)
とシステムイ ンテグ レータが協力 して高度専門職業人養成のための実習教育 モデル を確立す ること
が求め られてい ると思われ る。新た な実習教育モデルすなわち産学連携に よるコラボレーシ ョン型
教育 モデルが必要で ある。本研究科の 「会計 ソフ トウェア実務」の授業は まさにそのような考え方
で設置 したのである。
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(4)教 育工学、ID(イ ンス トラクシ ョナル ・デザイ ン)な どの観 点か らの教育メソッ ドの検討
この項 目は会計 ソフ トウェア教育にのみ関連す るものではないが、会計大学院の教育 メソッ ドに
関す るい くつかの検討すべ き点 をあげてお くことに しよう。
① 教育工学(教 育の問題解 決方法論)やID(イ ンス トラクシ ョナル ・デザイ ン)の 観 点か ら
教育 メソッ ドを検討す る必要がある。
② わか りやすい教材、学習効果 が高い教材の開発、例 えば、図解、マイ ン ドマ ップ、キー ワー
ド、要約 、問題演習、ケースス タデ ィ、 グループ学 習、デ ィベ ー ト(prosandcons)など
の教育方法 を取 り入れた教材 の開発が必要である。
③ 本研究科 の 「会計 ソフ トウェア実務」 の授業 もその1つ のや り方であ るが、可能な限 りIT
を駆使 した実習授業を展開する必要 がある。専門職大学院の授業 にCAIやEラ ーニ ングな ども
活用の可能性 がある。
④ 教育メソッ ドとしてのフィンラン ド ・メソ ッドの応用。 フィンラン ド ・メソッ ドの特徴 は以




(iv)批 判 的思考 力
(v)コ ミュニケーシ ョンカ
フィンラン ドでは、小学校 か らこれ らの能力 を身に付 けさせ るためにマイン ドマ ップを使 って徹
底 して鍛 えるのである。会計大学院の教育メ ソッ ドにも、 これ らの5つ の力 を専門知識 とともに ど
のよ うに して教授で きるかを検討す る必要 がある。
4授 業改善のためのアンケー ト結果の分析
本研 究 科 で は、すべ て の科 目で最 終 回 の授 業 の際 に授 業 改善 の た めの ア ンケー トを実 施 して い る。
「会 計 ソ フ トウ ェア実務 」 のア ンケー ト結 果 は以下 の とお りで あ る。
(1)こ の授 業 につ いて の意見(10項 目)(ク ラス1)(ク ラス2)の 評価 点(最 高 点4点)
① 「授 業 の 内容 に関 心 が もて た」(3.6)(3.6)
② 「授 業 の 内容 は体 系 的 で よ く整 理 され てい た」(3.5)(3.5)
③ 「1回 あ た りの授 業 内容 は量 的 に も適 切 で あ った」(3.8)(3.6)
④ 「授 業 の 内容 は シ ラバ ス に合致 した もので あ った」(3.4)(3.0)
⑤ 「担 当教 員 の話 し方 は明 瞭 で聞 き取 りや す か った」(3.3)(2.8)
⑥ 「授 業 の テ ンポや 進行 速 度 は適切 で あ った」(3.1)(2.5)
⑦ 「教材 や資料 は よ く整 理 され、 か つ うま く活 用 されて い た」(3.5)(3.3)
⑧ 「プ レゼ ンテ ー シ ョン機 器 は効果 的 に使用 され て いた」(3.7)(3.7)
⑨ 「板書 の仕 方 は適 当 で あっ た」(3.3)(3.2)
⑩ 「小 テ ス トや宿 題 な どは授 業 の主 題 を理解 す る うえで大 き な意 味 が あ っ た」(3.4)(3.3)
(2)あ なた自身の この授業への取 り組み(3項 目)(ク ラス1)(ク ラス2)の 評価点(最 高点4点)
① 「この授業には積極的 に取 り組む ことができた」(3.6)(3.6)
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② 「この授 業 の た め に予 習 を した」(2.3)(2.3)
③ 「この授 業 の た め に復 習 を した」(2.5)(2.5)
(3)総 合評 価(1項 目)(ク ラス1)(ク ラス2)の 評価 点(最 高点4点)
「この授 業 の満 足 度 は どの程 度 です か」(3 .4)(3.4)
(4)こ の授業の とてもよい と思 う点(自 由記述 回答)
① 「ソフ トの操作を通 じて、実務 に触れ ることができてよかった と思 う。」
② 「会計 ソフ トウェア実務 は実践 的な内容 が良 い。」
③ 「システム操作のシ ミュレーシ ョン体験 がで き、 とても身につ きやすかった と感 じました。」
④ 「オー ビックの人は理解 しやす く説明 して くだ さった。わか らない と、個別 に教 えていただ き
役 立った。」
⑤ 「実 際のERPを 使 った ことが良か った。」
⑥ 「毎週、緊張の連続で したが、非常 に充実 しま した。」
⑦ 「実務 で使用 されているソフ トウェアを実際 に体験できたので良かった と思 う。」
⑧ 「学生 の身で は扱 うことのできない会計 ソフ トを扱 えた点、現在の会計 ソフ トの凄 さがわか っ
た点が良かった。」
⑨ 「現実 に社会人 にな らない限 り、触れ ることのない会計 システムに触れ られた ことが貴重な体
験:だった と思 います。」
⑩ 「非常 に新 しい形 の講義で良か った。」
⑪ 「とて も勉強 にな りま した。面 白か ったです。オー ビックの皆 さんの親切な対応 に感謝 します。」
(5)こ の授業で改善すべ き点(自 由記述回答)
① 「授業の内容が多すぎ ると感 じました。」
② 「少 し進行が早 い時があ り、操作が遅れ ることがあったので、その点を改善 したほうが よい と
思 います。」
③ 「説明が速 く、操作が難 しかった。」
④ 「会計 ソフ トウェア実務2を 開設 して欲 しい。」
以上 のアンケー ト結果の中で、 「総合評価」の項 目を見 ると2ク ラス とも4点 中3.4で ある。会
計 ソフ トウェアの実習授業は、毎週多 くの準備作業 を伴 い、かつ、実際の授業で は学生の様子を見
なが ら操作の説明や演習問題 を行 う手間のかか る科 目である。それ らの ことを考 えれば、初年度 と
しては比較的、好意 的な評価 を受けた と思われ る。 しか しなが ら、今後の改善点 もい くつか明 らか
になったので、それ らの問題 点を順次改善 し、 よ り良い会計 ソフ トウェアの実習教育 を展 開 してい
く所存 であ る。
5む す び
以上、会計大学院における会計 ソフ トウェア教育について、本研究科 で2006年 度 に実施 した 「会
計 ソフ トウェア実務」 の授業結果を報告す るとともに、若干 の検討課題 について明 らか にしてきた。
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今後 、 この科 目は本研究科の情報 システム教育に関す る応用実践科 目の重要な科 目として位置付 け
て、毎年、継続的 に改善 を行 いさらに充実 した実習授業 として展 開 してい く所存であ る。
(本稿 は、筆者 が 日本会計研 究学会第65回 大会(専 修大学)2006年9月7日 に自由論題 「会計大学
院 における会計 ソフ トウェア教育:明 治大学での実施例」で発表 した内容の一部 を発展 させ てま と
めた ものである。)
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